
  

一
昨
年
末
か
ら
世
界
恐
慌
に
陥
れ
た

新

型

コ

ロ

ナ

ウ

イ

ル

ス

感

染

症

（C
O

V
ID

-1
9

）
は
今
を
も
っ
て
終
息
の

兆
し
も
な
く
、
ま
す
ま
す
の
猛
威
を
振
る

っ
て
い
る
。 

 

《
知
っ
と
く
》「
コ
ロ
ナ
禍
」
の
「
禍
」
は
「
災

い
」
や
「
災
難
」「
不
幸
な
で
き
ご
と
」
を

意
味
す
る
こ
と
ば
で
、
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
が
招
い
た
災
難
や
危
機
的
状
況

…

」、「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

の
影
響
で…

…

」
と
い
う
よ
う
に
書
き
出

し
が
長
く
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
を
避
け

よ
う
と
、
昨
年
三
月
半
ば
頃
か
ら
、
新
聞

を
含
め
た
活
字
メ
デ
ィ
ア
が
こ
の
合
成

語
を
使
い
始
め
た
。 

 

十
六
日
、
中
日
新
聞
記
事
で
は
国
内
で

初
め
て
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

症
が
確
認
さ
れ
て
か
ら
十
五
日
で
一
年

を
迎
え
た
。
累
計
の
感
染
者
数
は
三
十
万

人
、
死
者
は
四
千
人
を
超
え
、
終
息
が
見

通
せ
な
い
状
況
が
続
く
。
と
報
じ
た
。 

 

寒
さ
で
水
瓶
が
割
れ
た 

 

一
月
八
日
、九
日
の
早
朝
の
寒
さ(

零
下

五
℃)

で
仮
設
ト
イ
レ
の
手
洗
い
用
に
設

置
し
た
水
瓶
が
割
れ
て
し
ま
っ
た
。 

 

仮
設
ト
イ
レ
の
横
で
来
訪
者
に
穏
や

か
な
原
風
景
を
提
供
、
癒
し
を
与
え
続
け

て
き
た
水
瓶(

手
洗
い)

を
新
た
に
設
置
し 

 

て
み
た
。 

稲
作
勉
強
会
の
お
知
ら
せ 

 

中
山
間
地
帯
等
直
接
支
払
制
度
四
谷

集
落
協
定(

代
表
村
雲
伸
一)

は
二
月
十
三

日(

土
曜
日)

、
十
九
時
よ
り
連
谷
公
民
館

に
於
い
てJ

A

愛
知
東
営
農
部
農
業
振
興

対
策
室
職
員
を
お
招
き
し
て
中
山
間
地

に
お
け
る
稲
作
勉
強
会
を
開
催
す
る
。 

平
成
三
年
三
月
二
十
一
日
撮
影 

四
谷
の 

 
千
枚
田
だ
よ
り 

 
 

 

 第 209 号  

 
 
 
 
 

７
府
県
に
再
発
令
「
日
中
も
外
出
自
粛
」  

       
 

菅
義
首
相
は
十
三
日
、
政
府
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染 

 
 
 
 
 
 

対
策
本
部
を
官
邸
で
開
き
、
新
型
コ
ロ
ナ
特
別
措
置
法
に
基
づ 

 
 
 
 
 
 

く
緊
急
事
態
宣
言
を
栃
木
、
愛
知
、
岐
阜
、
京
都
、
大
阪
、
兵 

 
 
 
 
 
 

庫
、
福
岡
の
七
府
県
に
追
加
で
再
発
令
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 

宣
言
は
今
月
七
日
に
首
都
圏
の
一
都
三
県
に
再
発
令
し
た
が 

 
 
 
 
 
 

感
染
拡
大
に
歯
止
め
が
か
か
ら
ず
、
対
象
地
域
は
大
都
市
部
を 

 
 
 
 
 
 

中
心
に
十
一
都
府
県
に
拡
大
し
た
。
計
十
一
都
府
県 

 
 
 

ビ
ジ
ネ
ス
往
来
停
止 

 
 
 

救
命
要
請
に
「
無
理
」
崩
壊
実
感 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

名
市
大
病
院 

 
 
 
 
 

中
日
新
聞 

令
和
三
年
一
月
十
四
日 

一
面 

抜
粋 

  

愛知・岐阜 緊急事態宣言 

【解説】 市民一人一人が危機感

を 

三密回避 

手洗い励行 



 

災
害
復
旧 

 
昨
年
、
七
月
一
日
の
豪
雨(

ス
テ
ー
ジ

３)

が
起
因
し
た
千
枚
田
入
り
口
付
近
の

崩
落
個
所
の
工
事
が
始
ま
っ
た
。 

 

災
害
箇
所
の
現
状
を
知
る
百
姓
は
危

険
を
察
知
、
大
廻
り
を
す
る
か
、
ま
た
は

刈
り
取
っ
た
稲
を
軽
ト
ラ
で
搬
送
す
る

に
も
二
～
三
束
と
極
力
軽
く
し
て
運
ん

だ
り
と
、
用
心
し
て
い
た
。
災
害
発
生
時

は
連
日
の
雨
で
被
害
拡
大
を
防
止
す
る

た
め
の
応
急
処
置
と
し
て
翌
朝
に
は
ブ

ル
ー
シ
ー
ト
で
覆
っ
た
。
知
ら
な
い
連
中

は
、
ト
ラ
策
を
設
置
し
て
注
意
を
促
が
し

た
に
も
係
わ
ら
ず
、
さ
し
て
気
に
も
し
な

い
よ
う
で
も
あ
っ
た
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、

二
次
災
害
、
事
故
が
な
か
っ
た
こ
と
が
幸

い
で
あ
っ
た
。 

工
期
は
三
月
二
十
六
日
で
あ
る
が
、
作

業
道
の
全
面
を
切
り
掘
り
し
て
工
事
を

進
め
て
い
る
た
め
、
全
面
通
行
止
め
と
な

っ
て
い
る
。 

迂
廻
路
は
県
道
を
約
五
十
ｍ
ほ
ど
上

る
と
、
真
下
に
降
り
る
道
が
あ
る
に
は
あ

る
が
、
急
傾
斜
で
滑
り
や
す
く
、
尻
餅
を

搗
き
や
す
い
の
で
、
お
勧
め
は
で
き
な
い
。 

げ
な
げ
な
噺 

郷
土
の
人
物 

松
下
家
年
代
記 

豊
橋
鉄
道
「
四
谷
千
枚
田
口
」
滝
上
バ

ス
停(

県
道3

8
9

号)

を
降
り
る
と
松
下
集

落
と
な
る
。
そ
の
、
新
城
市
海
老
松
下
地

区
に
は
、
松
下
姓
の
一
族
が
住
む
。 

 
 
 

 

こ
の
一
族
の
中
に
松
下
恒
雄
家
の
六

代
前
と
四
代
前
の
先
祖
に
、
徳
川
時
代
前

期
か
ら
大
正
時
代
に
か
け
た
百
年
間
の

大
小
の
出
来
事
を
『
松
下
家
年
代
記
』
執

筆
者
松
下
新
八
郎
圓
吉(

文
化
四
～
明
治

四)

と
孫
の
新
八
郎
尊
誠(

弘
化
四
～
大
正

四)

が
日
記
風
に
丹
念
に
書
き
残
し
、こ
の

地
方
の
郷
土
史
研
究
に
貴
重
な
資
料
と

な
っ
て
い
る
。 

 

注
目
す
べ
き
こ
の
年
代
記
を
書
き
残

し
た
二
人
の
人
物
と
そ
の
家
柄
を
紐
解

く
と
、
そ
も
そ
も
海
老
松
下
の
一
族
は
、

今
川
、
北
条
、
武
田
、
織
田
、
豊
臣
、
徳

川
と
い
う
戦
国
時
代
の
強
い
武
将
た
ち

に
深
い
関
係
を
持
っ
た
地
方
の
小
武
将

の
家
柄
で
、
先
祖
は
、
遠
く
第
五
十
九
代

宇
多
天
皇(

八
八
七
～
八
九
七)

に
つ
な
が

る
宇
多
源
氏
を
祖
と
し
て
近
江
国
を
支

配
し
た
近
江
源
氏
の
棟
梁
と
し
て
、
更
に

士
族
と
な
り
、
三
河
国
碧
海
郡
松
下
郷
に

移
住
、
松
下
姓
と
し
た
。
時
は
流
れ
、
戦

国
の
時
代
に
な
っ
た
こ
ろ
、
松
下
家
は
長

則
が
当
主
と
な
り
、
長
則
は
当
時
、
剣
豪

柳
生
石
舟
斎
と
肩
を
並
べ
る
長
槍
使
い

の
剣
豪
で
、
兵
法
に
も
長
じ
、
今
川
氏
に

請
わ
れ
て
軍
師
を
勤
め
、
遠
江
国
頭
陀
寺

村
に
住
ん
で
い
た
。
こ
の
こ
ろ
、
尾
張
国

中
村
の
生
ま
れ
の
日
吉
丸(

秀
吉)

が
仕
官

の
主
を
求
め
て
流
浪
の
途
中
、
長
則
に
出

会
っ
て
、
家
来
と
な
り
、
武
術
や
兵
法
を

学
び
、
の
ち
の
天
下
人
と
な
る
き
っ
か
け

と
な
っ
た
こ
と
は
、
大
正
九
年
発
行
の

『
尋
常
小
学
校
修
身
書
巻
四
』
に
「
志
を

立
て
よ
」
と
題
し
て
教
科
書
に
出
さ
れ
、

広
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、
日
吉

丸
十
六
歳
の
時
で
あ
っ
た
。 

 
こ
う
し
て
、
四
年
ほ
ど
松
下
家
に
仕
え

て
い
た
日
吉
丸
は
目
的
を
胸
に
尾
張
へ

帰
り
、
織
田
氏
に
仕
え
た
が
松
下
家
と
は

深
い
関
係
が
で
き
て
い
た
。
そ
の
こ
ろ
、

今
川
義
元
は
上
洛
せ
ん
と
し
て
西
へ
軍

を
進
め
た
時
、
松
下
長
則
は
作
戦
参
謀
格

で
従
軍
し
て
い
た
が
、
桶
狭
間
の
戦
い
で

信
長
の
奇
襲
に
今
川
義
元
が
あ
え
な
く

倒
れ
、
長
則
は
一
族
と
と
も
に
鳳
来
寺
へ

隠
遁
し
た
と
云
わ
れ
る
。
こ
の
時
、
秀
吉

の
同
年
齢
で
あ
っ
た
長
則
の
長
男
・
之
綱

や
、
後
に
徳
川
四
天
王
と
呼
ば
れ
る
名
将

井
伊
直
政(

虎
松)

な
ど
が
お
よ
そ
十
年
ほ

ど
隠
遁
生
活
を
し
て
い
た
が
、
や
が
て
、

秀
吉
や
家
康
が
強
い
勢
力
を
持
つ
に
つ

れ
、
之
綱
は
秀
吉
か
ら
家
康
へ
、
直
政
は

家
康
に
引
き
立
て
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
が
大

名
と
な
っ
て
い
る
。
松
下
一
族
は
、
戦
国

時
代
の
幾
多
の
変
遷
を
辿
り
、
天
正
時
代

前
後
ご
ろ
に
弟
の
池
兵
衛
が
現
在
の
松

下
に
居
を
構
え
た
と
云
わ
れ
る
。 

 

出
典 

広
報
ほ
う
ら
い

N
o
36
4 

昭
和
六
十
一

年
十
一
月
号 

郷
土
の
人
物
第

4
7

話 

貴
重
な

郷
土
資
料
『
松
下
年
代
記
』
を
書
き
残
し
た
松
下

圓
吉
と
尊
誠 

文
・
鈴
木
隆
一
よ
り
抜
粋
・
編
集 

 

お
知
ら
せ 

 

例
年
、
四
月
に
実
施
さ
れ
て
い
た
「
横

浜
ゴ
ム
新
城
工
場
新
入
、
幹
部
研
修
。
茶

臼
山
を
起
点
に
湯
谷
温
泉
を
ゴ
ー
ル
の

高
山
マ
ラ
ソ
ン
「
パ
ワ
ー
ト
レ
イ
ル
」
は

コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
、
中
止
に
決
定
。 

    

行 
 

令

和

三

年

二

月

一
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鞍
掛
山
麓
千
枚
田
保
存
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文  
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小 

山 

舜 
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